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第３学年Ａ組 数学科学習指導案 

 

～任意図形の作図から柔軟な思考で，相似な図形の性質を見いだす 

 数学科学習指導法の研究～ 

        
 
１   単元名 「図形の相似」（全１８時間） 
 
２   本単元における基本的な考え 
○ ここで育てたい力とは， 
ここで育てたい力とは，抽象的な図形という教材のなかで，２つの図形間の関係を考

えることにより，柔軟にものを見る目を養い，変化しても保存される性質を見抜く力で

ある。 
また，直観的な見方や見通しから，操作によって具体的に表現し，考えようとする力

もあげられる 
さらに，図形の学習に関しては直観的な思考力や想像力を的確に表現する力も必要で

ある。 
 

○ 発展的な活動とは， 
    発展的活動とは，創造的思考の育成に重点をおいた活動である。本単元に置いて

は，すでに，相似な図形の対応する頂点，角，辺に関しては学習しており，さらに

２つの図形が相似の位置にあるということ，関連した相似の中心の意味について学

習している。 
発展的活動構成の工夫としては， 

    ・感動や発見する面白さを感じさせることのできる創造的学習を重視する。 
    ・整理統合する力や新しい考えを直感的に生み出す感覚を磨く。 
   という点について行う。 
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３ 系統表 
 

中学３年 
「図形の相似」 
相似な図形

中学２年 
「三角形と四角形」 
・三角形・平行四辺形 

小学６年 
比の定義 
比の相等関係 

中学２年 
「図形の性質と合同」 
・角と平行線 
・三角形の合同・証明 

中学１年 
「平面図形」 
・平面図形の観察 
・平面図形の作図 

小学５年 
平行四辺形，ひし形，台形

の定義および基本的性質 

小学５年 
・平行線の定義と性質 
・垂直の定義とその表し方 

小学４年 
・円の定義，中心，半径，

直径の意味 

高等学校数Ⅰ 
三角比・正弦定理・余弦定理 

高等学校数Ａ 
三角形の性質・円の性質 

高等学校数Ⅱ 
点の座標 直線の方程式 円の方程式 円と直線 

高等学校数Ｂ 
ベクトル 

中学３年 
「三平方の定理」 
三平方の定理と定理の利

中学３年 
「２次方程式」 
・２次方程式 

小学５年 
・三角形の内角の和 
・多角形の内角の和 
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４ 指導観 
  ○この章では，相似を図形の拡大・縮小という見方をもとにして導入しながら，対応

する線分や角との間の関係で相似の意味を見直し，三角形の相似条件を明確にして，

それを適宜活用できるようにする。第 2 学年では，三角形の合同条件，二等辺三角形

や平行四辺形の性質およびなるための条件などをもとにして，演繹的に図形の性質を

導くことを学んだが，ここでは，三角形の相似条件を用いて図形の性質を論理的に確

かめ，数学的な推論の意義と方法についての理解を一層深めることがねらいである。 
 
  ○本学級の生徒は，これまで，小学校において，相似の素地となる拡大・縮小を従来

通り学習している。また，比についても同様にいえる。また中学校においては図形の

合同，三角形と四角形などを学習してきている。本単元においては，これらの既習事

項を基に，相似な図形を見いだし，相似条件や，平行線と線分の比等を学習していく。

そこで生徒の学習状況の実態を把握するため，前提・事前テストを行った。結果は以

下の通りである。 
前提・事前内容 問題 正答率 

［１］長さの比の値 
 三角形から比の値をも

っとも簡単な整数の比で

表すことができるか 

下の三角形において，次の①，②の比をも

っとも簡単な整数の比で表しなさい。 
 
① 線分ＡＢと線分ＢＣの長さの比 
② 線分ＡＣと線分ＢＣの長さの比 

① ８１．８％ 
② ７５．８％ 

［２］比の値 
 等しい比の値を選ぶこ

とができるか。 

次のア～エのうち，６：４と等しい比を

すべて選び，記号で答えなさい。 
 

ア ３：２   イ ８：６  
ウ 18：15   エ 27：18 

アを選べた人 
８１．８％ 
 
エを選べた人 
４８．５ 

［３］合同な図形 
 合同な図形の対応する

頂点，対応する辺，対応

する角について理解して

いるか。 

 右の図で△ＡＢＣ≡△ＤＥＦです。 
次の頂点，辺，角に対応するものをいい

なさい。 
①頂点Ｂ 
②辺ＡＣ 
③∠ＢＡＣ 

① ９０．９％ 
② ９０．９％ 
③ ９０．９％ 

［４］合同な図形 
 三角形の合同条件を覚

えているか。 

三角形の合同条件をかきなさい。 
① 
② 
③ 

 
① ９３．９％ 
② ９３．９％ 
③ ８４．８％ 

［５］合同な図形 
合同な図形を見つける

ことができるか 

右の図で，合同な三角形はどれとどれです

か。記号≡を使って表しなさい。また，そ

のときに使った三角形の合同条件を言いな

 
６６．７％ 

合同条件 
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 その際，合同条件をい

うことができるか。 
さい。 ５７．６％ 

以下は補充問題として 
［６］比の値の計算 
比の式から，比の値を求

めることができるか。 

次の式のｘの値を求めなさい。 
① １２：１５＝４：ｘ 
②  ｘ：１６＝７：４ 

 解答 ① ５ ② ２８

① ８１．８％ 
② ６９．７％ 

［７］等しい比 
等しい比を求めることが

できるか 

次の比が等しいかどうか答えなさい。 
① ６：８ と 12：16   
② 18：15 と 56：45   

解答 ① 等しい ② 等しくない

① ７８．８％ 
② ６９．７％ 

［８］比の計算 
文章から題意をくみ，比

の値を求めることができ

るか。 

ある中学校の３年生の男子の人数は 136人

で，男子と女子の人数の比は 17:15 です。

このとき，３年生の女子の人数を求めなさ

い。           解答１２０人

５１．５％ 

 
 ［３］合同な図形の対応する頂点・辺・角，［４］三角形の合同条件の３辺・２辺とその

間の角，については比較的よく理解していると考えられる。しかし，［５］の合同な図形で

は実際に合同な三角形の向きが変わってしまうと，記号を使って対応する順に表すことが

困難な生徒がいることが分かる。その際の合同条件も誤答がかなり見られた。 
［２］についてはエの整数倍でない比の値を選択できる生徒が半数以下であった。これ

は，等しい比を見つける際，27 が６の整数倍でないと分かった段階で選択からはずしてい

るようであった。 
 ［８］については多くの生徒が文章から題意をくみ比の式を立式するとことでつまずい

ているようであった。 
 以上の結果から，次のような生徒の実態が考えられる。 
  ・合同な図形の対応，合同条件などの知識に関しては定着がみられる。 
  ・図形の向きが違うと合同だと認識しづらい。 
  ・文章から題意をくみ，立式することに理解の差がみられる。 
 
 本単元の指導にあたって，中学校で合同に続き２年間の図形の学習を通して，論理的に

考察し表現する能力を確実なものにする単元だと考えている。 
 まず，図形の拡大・縮小が実生活の中で数学が活用されている場面の１つであることを

意識させたい。その際，直接に測定できない数値が地図，設計図等によって求めることが

できることにより，拡大・縮小，相似の数学の持つ実用性のよさを実感させたい。また，

２つの図形が大きさが違っても，形は同じであるということを直観的に認めさせたい。 
 次に，拡大・縮小した図形を相似な図形という言葉で表すが，相似をどのような定義を

するのかには様々な定義が考えられるが，生徒の理解を考慮し，具体的な例をあげて，対
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応，相似の位置・中心，相似比，性質について理解させる。 
 さらに，相似条件については，論理的な考察力を養うということでは重要であると考え

られる。ここでは，操作活動を行いながら，合同条件と対比し，理解させる。 
 最後に，三角形の相似条件を利用し，三角形と平行線，平行線と線分の比，中点連結定

理などの図形の性質を証明によって導き出していけることを理解させる。 
 
５ 単元の目標 

観  点  
 
 

関心・意欲・態度 

Ａ・拡大図，縮図が身のまわりで利用されていることに関心をも

ち，そのよさを考えようとする。 

Ｂ・拡大図，縮図が身のまわりで利用されていること考えようと

する。 
 
 

見方や考え方 

Ａ・相似な図から性質を自力で３つ以上見つけ出すことができ

る。 
Ｂ・相似な図から，ヒントを手がかりに性質を３つ見つけ出すこ

とができる。 
 

表現・処理 
Ａ・相似な三角形を自力で３通り作図できる。 

Ｂ・相似な三角形をヒントを手がかりに３通り作図することが 

できる。 
 

知識・理解 
Ａ・なぜ相似の関係となるかを定義を使って説明した記述があ

る。 
Ｂ・相似であるかどうかを判定できる。 

 
６ 単元指導計画 

 配時 目標 学習活動と内容 評価規準 
図 形の

拡 大と

縮小 

１ ２つの図形の形が同じであ

るということを拡大図や縮

図を通して理解する。 

導入 
拡大・縮小に関する

身近な話題 

関・拡大図，縮図が身の

まわりで利用されて

いることに関心をも

ち，そのよさを考えよ

うとする。 
相似 １ 相似な図形について，対応す

る頂点，辺，角を理解する。

拡大・縮小の意味 
記号∽を使った表し

方 

知・相似の意味を理解す

る。 

相 似な

図 形の

性 質

（１） 

２ 相似の位置にある図形の意

味について理解する。 
相似の位置にある図形に関

連して，相似の中心の意味を

知る。 

相似の位置，相似の

の中心 
表・拡大図や縮図をかく

ことができる。 
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相 似な

図 形の

性 質

（２） 

相似比の用語を知り，理解す

る。 
相似な図形の性質について

理解する。（本時） 

相似比 
相似な図形の性質 

表・相似な図形で，対応す

る辺の長さや角の大き

さを求めることができ

る。 

知・相似な図形の性質を理

解する。 

三 角形

の 相似

条件 

１ 辺の比や角の大きさに着目

して三角形の相似条件を導

き，まとめて理解する。 

三角形の相似条件 関・２つの三角形が相似

になるための条件が

あるかどうかに関心

をもち，それを調べよ

うとする。 

考・三角形の辺や角の関

係について調べ，三角

形の相似条件を見い

だすことができる。 

知・三角形の相似条件を

理解している。 
相 似の

証明 
２ 相似条件を利用して，相似で

あることや，比の等式が成り

立つことを証明する。 

三角形の相似条件を

使った相似の証明 
考・三角形の相似条件を

利用して図形の性質

を考察し，それを証

明することができ

る。 
比 の性

質 
１ 比の性質を理解し，それを利

用して相似な図形の未知の

辺の長さを求めることがで

きるようになる。 

比の性質 
比の性質を使った長

さの求め方 

表・相似な図形で，対応

する辺の長さや角の

大きさを求めること

ができる。 
縮 図と

縮尺 
１ 縮尺をもとにして，実際の長

さを求めることができるよ

うになる。 

縮図を使った長さの

求め方 
関・実測できない高さや

距離などを求めるの

に相似の考えが利用

できることに気づ

き，相似の考えを活

用しようとする。 

表・直接に求められない

高さや距離などを，

相似を利用して求め

ることができる。 

 
 １ 練習問題   



G-H16 算数・数学科研究室 

三 角形

と 平行

線（１） 

１ 三角形のある１辺に平行な

直線をひくことにより，線分

の比に関する比例式が成り

立つことを理解する。 
三角形と平行線の定理を用

いて線分の長さを求めるこ

とができる。 

三角形と平行線の性

質 
関・平行線と線分の比に

関心をもち，それを平

行線の性質や三角形

の相似条件をもとに

調べようとする。 

三 角形

と 平行

線（２） 

１ 三角形の２辺をそれぞれ等

しい比に分ける点を結ぶ線

分は平行であることを理解

する。 

三角形と平行線の性

質 
知・平行線と線分の比に

ついて，観察，操作や

実験などを通して性

質を見いだし，それを

演繹的な方法で確か

めることができる。 

平 行線

と 線分

の比 

１ いくつかの平行線に２直線

が交わるとき，対応する線分

の比は等しいことを理解す

る。 

平行線と線分の比 知・平行線と線分の比に

ついての性質を理解

する。 
表・平行線と線分の比に

ついての性質を用

い，線分の長さや比

を求めることができ

る。 

中 点連

結定理 
１ 三角形と平行線の定理の特

別な場合として，中点連結定

理を理解する。 
中点連結定理を用いて，図形

の性質を調べることができ

る。 

中点連結定理とその

利用 
知・中点連結定理を理解

している。 
・中点連結定理を利用し

て図形のいろいろな

性質を証明すること

ができる。 

 １ 練習問題   
 １ 章の基本問題・問題   
７ 本 時    平成 16 年 10 月 28 日（木） ５限目 ３年Ａ組教室にて 
８ 本時目標 
   Ａ：既習内容を活用して，相似な図形を多様にかくことができ，相似な図形の性質

を説明することができる。 
   Ｂ：既習内容を活用して，相似な図形をかくことができ，相似な図形の性質に気づ

く。 
９ 本時指導の考え方 
 本時は実際に相似な図形を作図することによって，相似な図形の間で保存される性質に

気づき，線分，角の大きさのみでなく，面積比まで着目し，相似比との関係を見いだすこ
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とをねらいとしている。 
 つかむ段階では，図形の何に着目すればいいかを明確にするために，既習の図形を提示

し拡大図・縮小図での対応する関係を想起させる。 
 見通し段階では，解決の方法として，辺の長さ・角の大きさに関しては出てくると思わ

れる。しかし，図形としての認識ができない生徒には着色をさせるようにする。 
つくる・検討する段階では，実際に各自で任意の図形をかかせることによってどのよう

な相似な図形でも保存される性質があることに気づかせる。その際，自分が創った図形の

２倍，３倍の拡大図を同一の用紙にかかせることで， より性質に気づくようにする。また，

実際に自分が作図した図形の面積を求めることによって，面積比が相似比の２乗に等しい

ことを実感させる。さらに，交流を通して，多様な相似な図形においても保存される性質

があることに気づかせる。さらに，自分の気づいた性質以外の多様な考えを味わえるよう

にする。 
 面積を求めることが困難な生徒に対しては，面積を分割して求めさせたり，簡単な図形

に置き換えたりして計算させる。また，相似な図形の分割図を用いることにより理解を促

したい。 
１０ 準備 
学習プリント，方眼紙，定規，コンパス，角度比較器，グラフ黒板，既習の掲示物 
１１ 本時展開 
段階 学習活動と内容 教師の支援 配時

つ 
か 
む 

１．本時学習問題を知り，めあてをつかむ。

学習問題 
 図形を拡大または縮小しましょう。 
 
めあて 
 
 
 

 
 
・相似の学習で出てきた図形を

提示し，既習内容の想起をはか

る。 
 
・自分で任意の図形をかかせる

ようにする。 
・自分が何倍の相似な図形をか

いているかを意識するため，作

図の前に  倍と記入させる。 
・作図には必ず定規・コンパス

を用い，頂点は格子点上にとる

ようにする。 

5 

見 
通 
す 

２．解決方法の見通しをもつ。 
（予想される例） 
 辺の長さの関係 
 角度の関係 
 面積の関係 

 
・辺の長さ，角の大きさについ

ては出やすいと思うが，面積に

着目した生徒の意見。 
 

7 

相似な図形の性質をたくさん

みつけよう。 
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つ 
く 
る 
・ 
検 
討 
す 
る 

３．見通しを基に自力解決し，性質を見つけ

る。 
（１）自力解決する 
（予想される例） 
Ａ 相似な図形で，ｘ倍の図形では辺の長さ

もｘ倍になっている。 
 
 
Ｂ 相似な図形では角度の大きさは変わら

ない。 
 
 
Ｃ 相似比がｘ倍のとき，面積がｘの２乗倍

になっている。 
 
 
 
（２）図形を比較する 
・他の人の図形でも面積比が相似比の２乗に

なっていることを確認する。 
・自分の図形でも成り立つことを確認する。

・他の図形についても更に作図し計算してみ

る。 

 
 
・整数倍ではコンパスを使い実

際に長さをとって比較させる。 
・分数倍では定規や比の割合で

計算させる。 
・分度器を使って計るようにさ

せる。 
・実際に値が曖昧なときは，傾

きで比較させる。 
・面積に注目していない生徒に

は，面積を比較しやすいように，

相似の中心を元の図形の外側に

かかせるようにする。 
・面積について，実際に計算を

させて，どのような図でも，相

似比の２乗倍になることを確認

させる。 

28

ま 
と 
め 
る 

４．本時のまとめをする。 
まとめ 
対応する線分の長さの比を相似比という 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
対応する線分の長さの比を相似

比ということをおさえる。 

５

振 
り 
返 
る 

５．本時の活動を振り返る。 
（１）本時の学習のよさや有用性を知る。 
 
（２）今日の感想と自己評価を書く。 
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相似な図形の性質 
相似な図形では 
１対応する線分の長さの比は等しい。

２対応する角の大きさは等しい。 
３面積比は相似比の２乗倍になって

いる。 


